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にして あきこ



パークレンジャーヘの道

プロフェッショナル・ボランティアということ

武 田敏文

皆さん、「プロポラ」と言う言葉をご存知でしょうか。ボランティアには「素人集団Jのイメージがありま

すが、医師や教師、消防や法律家と言つた分野の専門家がそれぞれに知識や技術、経験を生かしてボ

ランティア活動を行つている人たちがいます。こうした存在はプロフェッショナル ボランティア(通称:プロ

ボラ)と呼ばれています。

府民の森パークレンジャーは色々な得意分野を持つた人の集りですが、必ずしも専門家とは言えま

せん。もともとプロを目指してできた集団ではないので今そんなことを言うのは無理なことですが、 しか

し府民の森パークレンジヤーが「NPO法 人日本パークレンジャー協会」となつて、これから環境分野で

NPOとして世の中に何がしかの貢献をして行くためには、あらためてパークレンジャーの本来の役割を

認識して専門家集団のようにプロボラに近づいたボランティア活動がきるようになりたいものです。その

ためにはレンジャーー人ひとりが自分の進む方向を決め、日々研鑽して必要な知識や技術や経験を深

めることが大切です。またその目標に向かって行くことが各個人の自己実現へ道でもあると思います。

パークレンジヤーの役害1と は

では、実際のパークレンジヤーとはどんな仕事をしているのでしょうか。′ヽ―クレンジヤーは国立公園

や希少野生生物の現地管理業務を行う環境省の自然保護官で、公園計画の作成や各種開発行為の

審査 指導業務の他、国内での活動として次のような幅広い業務をしています。

(実際は自然保護官は会議や許認可指導などの室内業務に忙しく、自然保護地域の現場で行うパトロ

ールや利用者指導等の業務に手が廻らないため、自然保護官の補佐としてアクティブレンジヤーが国

立公園等の現場管理業務をしている)

具体的業務

① 自然公園の維持管理
*自然公園内の巡視、公園内施設の維持管理
*歩道標識類の点検や簡易III修

② 自然環境の調査・保護
*動植物の調査、保護活動、自然再生、自然情報収集・データー化

③ 自然とのら、れあいの事業推進
*自然観察会などの催しの企画と実施、関係団体 ボランティア団体との調整

④
F鎮警裏鰊 ょょ体験キヤン刻 学 校生活科 総合学習嘲 察会、自然体験活動鵬
*利用者へのマナーの指導など

⑤ 登山情報の提供など

これを見ると、私達がやつている活動は主に③の「自然とのふれあいの事業推進」活動で、あとは殆

んどしていないと言うことに気がつきます。勿論私達は仕事としてパークレンジヤーをやつている訳では

ないので、それらは範囲外だと言う声も聞こえてきそうです。しかし私たちはNPO法人として①、②、④
の活動なども広く「自然の大切さを伝える」活動分野と捉えていますので、これからは皆さんにそれがで

きるような能力を持つてもらいたいと思つています。では、これらのことができるようになるために何を学
んで行けば良いのでしょうか。これまで府民森パークレンジャーには催し企画を中心とした基礎研修は

ありますが、更にスキルアップするために何を学ぶかは個人に任され体系的には示されて来ませんで

した。以下は飽くまで参考ですが、私は次のページに示すような分野を学んで行くことにより実現に近づ

けるものだと思つています。近い将来 NPOとしてもこれらを学べる独自の自然講座を持ちたいものだと



思いますが、シニア自然大学や自然保護協会などの講座、短期総合的に学びたければ森人塾に行く
のも良いと思います。また自ら体系的に学びたいと言う人は森林インストラクターに挑戦するのも良いと

思います。決して時間的にも費用的にも容易ではないかも知れません。しかし、皆さん学ぶことを止め

ないで下さい。時FF3はかかつても良いと思います。そしてこれからは本当に「パークレンジヤー」と呼らt

に相応しい人が育つ、育てるNPOになりたいと思います。

学んでおきたい分野

① 自然の仕組み
*森林の生態系/物質の循環

③

④

⑤

⑥

⑦

*樹木
*土壌 地質・保水
*森林の動植物 昆虫 キノコ

*生命の歴史

*生物多様性

森林の働き

ネ 生態系サービス

*自 然の大切さとは

森林の管理
*日 本の林業
*森林の整備

環境教育
*自然の見方

*自然観察
*インタープリテーシヨン

森林と民俗学(里山)

森林の法令・自然保護

安全と教育

*安全管理

*救急法
*企画

*コミュニケーンヨン

野外活動

ホ野外活動の考え方

*キャンピング

*ネイチャークラフト

*野外ゲーム



風を集めよう ～私たち仲間に吹く風 社会に向かう風～

水谷 緑

『この団体をNPO法人にしようと考えています.』

昨年の必修研修 (救急法 :ら くらくセンターハウス)で聞いた一言は衝撃でした。

その時、①法人に協力するか、②法人ができたら付いていくか、0辞めるか と問われ

ましたが、私はどの選択肢にも挙手することができませんでした.だって そもそもNPO
法人つてどういう法人なのか (会社法による法人ではないし)、 資金面は大丈夫なのか (イ

ベントの収入だつてしれてるし)、 何もかも雲を掴むような話だつたのですから.

不安に感じながらも 法律関係の手続きに興味のある私はNPO法人の設立を0(ゼ ロ)

から見ることが出来る機会に恵まれたことに、期待もしていました。でもやつばり不安.

本屋でNPO関連の本を読んでも、やつばリー番のネックである資金をどう賄うのか、組

織の未来像も見えない… 思い切つて安出さんに聞いてみました。瓢箪山 《養老乃瀧》で.

『思い切つて』というのは、それまで研修チームの先輩方というと ちょつと近寄り難

くて (研修でのトラウマですね)、 個人的な会話といつても挨拶や軽い冗談ぐらいしか交わ

したことがなく、「物申す」なんて度胸は私にはありませんでした.

でも、聞いてみるものですね.私の質問を待つてくれていたかのように 今後のビジョ

ンや資金の集め方、ボランティアとは 社会貢献とは、いろんな熱い思いを聞かせてくだ

さいました。

私の好きな先輩レンジャーさん数名が 「法人に協力するJと 意思表示されていたのと、

安出さんの「俺についてこいJに心が決まりました。『思い切つて』良かった。設立のお手

伝いをさせていただく端緒にもなりました。レンジャーになつてまだ浅い私が事務局に入

つたことを不思議に思つておられる方もいらつしゃるかと思いますが、こんな理由です.

それからは公社にも頻繁に出入りするようになり、冨田さんとの共同作業の合間に彼女

のお仕事振りを観察したり (か なり煩雑で手間のかかる事務を大量に捌いているのに驚き

ました。だから、あまリイジメないでくださいね)、 他の先輩方とも自由な意見交換ができ

るようになりました。

先日、ある 18期の新レンジャーさんが今後の活動 (自 身の仕事と活動の調整・先輩レン

ジャーとの関わり方)について冨田さんに相談しているのを聞きながら「自分も初めから

素直に自己開示していたら、もつと違つていたかもしれないなJと 感じました。同期のレ

ンジャーと集まつていては単なるサークル活動になり、たつた一人で 【volunteer】 してき

た思いを忘れて、辞めるのも時間の問題だつたかもしれません.

もし、今の活動に悩んでいるのなら『思い切つて』相談してみませんか?自 分から行動

を起こすことで、仲間に風を送ることができるのです.き つといい組織になります.

「こんなことがしたいけど、NPOな ら出来るの ?」 とアイデアを温めているなら『思い

切つて』声にしてみませんか ?力 を合わせて実現させましょう。私達は「社会にいいこと

がしたい」同じ思いを持つ仲間ですから。みんなで社会にいい風を送つていきましょう。



「わたしの夢」 IPWS最終号に寄せて

13期  稲山耕史

ついに、パークレンジャーも終わりになる日がやってきました. 5年前に活動に参加し

てから6年目になろうとしていましたが ついにこの日がきてしまいました。

私が参加した当時は、主にインタープリテーションという活動がほとんどで、たまにク

ラフトというのが定番でした。もともと私は自然好きで、実際に森や木々に触れる活動 7」・

したくて応募したのですが、少々様子が違っておりました。

しかし、先輩レンジャーのみなさんと活動していくなかで、様々なスキル、人とふれあ

うこと、人に伝えることの大切さを学ぶことができました。特に、老若男女の分け隔ての

ない、自然というものでつながつているこのレンジャーを心地良く感じてもいました。

私はいい時にいいものに出会えたと思います。例えば将来、私が老人となっても恐らく

自然好きであることは間違いありません。それは自身の命の源でもあるからでしょう。で

も、今の子供たちはどうでしょうか。お年寄りになつて同窓会を開いたら、空調完備のコ

ンクリー トの建物の中でテレビゲーム大会等を行い、「安全つていいねぇ、ケガもしないし

虫もいないし…。」なんて会話を交わしていることでしょう。たぶん…。

自然が好きといつても、森林整備の活動地から見る町の風景には美しさを感じます。高

速道路さえ美しく見えるのは、それが日本各地の山々や自然とつながつているからでしょ

うか。でも、この風景はいつの時代まで続くのでしょうか.

太陽は輝きだしてから50億年が経つているそうです。あと50億年で寿命です。最期

の姿は黒色矮星、燃えかすとなるようです。当然、地球も存在できません。また、太陽は

晩年に膨張を重ねて、地球と火星の間の軌道あたりまで1彰 らむらしいのです。太陽に飲み

込まれてしまうその前には、水分つまり海水はすべて蒸発します。また、地球に近い他の

恒星が超新星爆発したらどうなるのでしょう。地球はその強烈な光線で昼夜の別lは なくな

り、何百万年か何千万年か後に来る衝撃波で大気はすべてはぎ取られてしまいます。

地球の自転速度は縄文や弥生時代と比べて遅くなっているようです。 1万年後には、公

転軌道にふらつきが生じて大寒波が来ます。いや、全地球凍結ということかもしれません。

「稲山さん、起きてくださいよっ。」「えっ… ?.」 あっ、そうか。今日はほしだ園地で整

備活動をしてたんだっけ。活動地を渡る心地良い風を枕に 「
夢」を見ていたようです…。

この春からももちろん、自然と関わり続けて活動していきます。皆様、よろしく |!



今期を迎えるにあたって

むろいけチーム

18期生  中内 久司

18期生は昨年 11月 度に研修期間が終わ り、正式にパークレンジャー として

任命を受けました。

各人はいろんな思いを胸に所属班に別れましたが、所属 ll■ の中で人生の先輩や、

後輩の方々と接す る事で色々な事が学べる喜びや、実際パークレンジャーとし

て各園地を訪れる方々とのふれあいを楽 しんでいる事だと思います。

私も先 日、パークレンジャー として園地のイベン トに参加 させて頂きました。

まずイベン トに参加 して頂 く為に園地を訪れる方々への呼び込みか ら始まり、

イベン トに参加 してよかった と言 う思いを持つて頂いた事や、自然を大切にし

ようとい う思いを感 じて頂けた事は嬉 しく思いました。イベン ト終了時に参カロ

者から『今 日はいい勉強をさせて頂きました。楽 しかつたです。有難 うござい

ました』 と言 う言葉も間けてよかつたと思いました。

私は普段から、休 日にむろいけ園地を子供や嫁 と一緒に訪れます。たまにはひ

とりで訪れ る事 もあ ります。その時はゆつくりと時間をかけて園地の自然を満

喫 しています。虫や魚、生き物が好きな私はその不思議 さを感 じながら園地の

中を楽 しんでいます。先 日も大阪で 3年ぶ りの大雪が降つた時 (2月 12日 )

の事ですが、朝早 くから園地を散策 して普段は緑の多い景色が一面 白い雪景色

で静けさと寒 さを感 じなが ら耳をすましていました。辺 りでは鳥の声 と雪が解

けて小川に流れる水の音を感 じ、普段 とは違つた自然の不思議を感 じる事が出

来ました。私達はこの自然を大切にする事はもちろんですが、それを守つてい

く仲間を増やす為に、パークレンジャー として自然の大切 さや不思議 さを参加

者に伝え、それを考え行動 していく為に活動 していきたいと思います。
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《この一年のふりかえりと今後について》

(星のフランコ)                                                 (ラ クウシヨウ)

私自身この一年を振りかえるとまず『定年を数年後に控えたサラリマン生活』⇒『可愛い孫4人の遊び

相手』⇒『趣味で続けていた山登りやハイキンク活動』⇒『みどり公社HPを知る』⇒『PR養成基礎講座説明

会出席』⇒『書類審査結果の通知』⇒『7ケ 月間PR養成基礎講座受講』⇒『PR養成基礎講座修了書授与』

⇒『PRしての北部班及び森林整備班への配属』⇒『新人PRとしての園地活動etc』⇒《みどり公社府民の

森指定管理者決定》⇒『NPO法人日本ハ
.ク

レンシャー協会入会申込み』⇒《NPO法人認証》⇒『里山保全部

会議出席』⇒その他多く活動を経て現在に至り、この一年間は今までの人生であまり経験しなかった

自然の中でのホランテア活動等多くの事に新たな心の扉を開く事出来、又自身の自己啓発も繰り返し

ながら日常生活にも新しい視点を加え、これからの第二の人生を迎えるに当たり、大きな節目となり、

最高一年となりました。また同じくこの年は、みどり公社《府民の森指定管理者決定》及びハ クレンシ
‐
ャ

組織《NPO法人認証×こおいても大きな節目の年となり、関係者の方々の準備や苦労も大変であった

と推測すると共に、大変ご苦労様でした。ただ、これらは今までの皆さんのすばらしい活動の成果であり、

社会的にも認知された結果だと理解し、大変嬉しく頼もしく感じます。いずれにしても『みどり公社』と

『NPO法人日本ハークレンシャー協会』とは運命共同体の関係を保ちながら、お互いが切磋琢磨しながら

成長出来る法人組織になつてほしいし、なる様に私自身も微力ながらそれらに少しでも寄与出来れば

これからの第二の人生においても『最高の生きがい』なると確信します。この様な年に皆さんの仲間

入り出来た事は、今後人生においても運命的な出会いであつたと確信する反面、私自身ハークレンシヤー

としての責任も痛感していますが、大いにやりがえも芽生えてきました。

今後は『NPO法 人日本ハ クレンシャー協会』の活動目的 活動理念・活動目標を再度認識しながら、自ら

率先して一つでも多くの園地活動をしながら、先輩ハ クレンシヤーの方々のよい所もどんどん吸収し、私

自身も活動に必要なスキルをレヘリレアッフ・し、自分なりのスタイリレも築きながら、まだまだ無限にある『自然の

不思議さ・すばらしさ 美しさ・喜び 恩恵 偉大さ等』素材とし、一人でも多くのビシタの皆さんに

自ら直接自然に触れながら体験していただき、自然に親しむことを通じて、自然に対する理解を深め

ながら、自然を大切にする心を伝えていきます。最後に、みどり公社の関係者の方々 先輩ハ クレンシャー

の方々及び18期 生の素晴らしい仲間違を始め、この一年間に出会つた全ての人達、更に『森の大自然』

にも感謝すると共に全ての出会しヽこ対して、心から『ありがとう』と伝えたいです。  以 上

18期生 松村 吉恭
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(星のフランコ)

(アシサイ) (タ ラノメ) (ク サキ) (コ ナラ)



クイスの神様

ちはやIl  扇田敬裕

バークしンシヤー活動を始めて 3年になる。きつかけは、区役所でたまたま手に取つた

募集チうシ。それまでボランテイア経験はなく、何かやつてみたしヽと言う思ιヽがあつた。

また自然に興味があると言うこともあり、自分とこの活動との接点を感じて応募した。

募集/1~員 の2倍以上の応募があつたと思うが、そんな中で運よく採用●れた。ボランテ

ィア経験かなく、自然につしヽての知識もほとんと無しヽ私が採用されたのは意外だつた。

約半年間に渡る研修を受けた後、研修の仕上げイベントを迎えた。研修生は 2班 に別れ、

私がλつた班は「どんぐりを使つたクラフトJを することになつた。都合で 10日 の打ち

合わせ会議には参加てきず、初めて参加した 2回 日の会議ではすでに役割分担がある程度

決まつており、私はクイスを担当することになつた。

自分なりに、 とんくりにつしヽてしヽろしヽろ調べて、自信を持つて 3ロ ロの会議て被露した

ところ、クイスのやり方などにつしヽて他のメン/ヽ 一からタメ出しを食らつた。「クイスをや

るなら、 とんくりにつしヽては何を聞かれても答えられるようにしておかなければダメだ」

とも吉われた。手蔵ししヽ言葉にカチンとをて、「ヨッシゃ、やつたるで～Jと スイッチがバ

つた。

それから本番まで、 どんくりにつしヽて徹底的に調べた。それまでの研修て学んだことを

標り返り、どうすれば自然に興味を持つてもらえるのが、自然の大切●を行えることがて

きるのかを考え必死でクイスを作つた。

そして、迎えたはしだ国ltlで のイベント本番は、ス気にも恵まれ 100名 を超す参加者て

鯨わつた。クイスは何度も何度も行ιヽ、声がかれて、クイスを書しヽた模造紙はよれよれに

なり、終了後はクタクタになつた。結果的には大盛況で、イベント後のえ、りかえりても、

研修チームから高評価をしヽただしヽた。

その後、ちはや班に所属し3年間活重力させてもらつた。何の知識もなしヽ自分に何がでを

るのか、不安を感じながらスタートしたが、良しヽ仲間に恵まれ、しヽろしヽろと教わりながら

少しずつ歩んでしヽる。これまて、班のイベントをはじめ、 しンシャー祭りなどても数々の

クイスを作つてきた。その度に「徹底10に 調べる」としヽうことが活elJの 基本となつてしヽる。

今ては、ちはや班の飲み会では クイスニ
‐

と呼ばれ、夏には
‐
星の王子様 ?と 呼ばれ

るようになつた。( ~)
バークレンジャー活重わの日10て ある 「自然の大切゛を伝えるJまでには三つてしヽなしヽか

もしれなしヽか、自然に興味を持つてもらうことは少しずつてきてしヽる実感がある。

今にして思えば、あの時のダメましかなかつたら、こんな感覚は味わえなかつただろう

し、今までしンシゃ―活・Inを 続けてなかつたかもしれなしヽ。本当に農ιヽアド/ヽ イスをしヽた

だけたと感謝してιヽる。

今後も、活動できる範囲を少しずつ広ιザて、 クイスの神様
‐

を目指したしヽ。

'ヽ   _
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ぢ惨や班 万力 信青

2月 最初の日曜日、私達 の活動拠点である rち 勝ゃ園地 Jて は
'金

剛山 欄氷

すつ ll Jが開催され、多 くの量山客て賑わ ってお ‖多した。

残念なからというか当日はこても良いお天気て、肝心の 「僣ホ 』勝おうか雪

しかお ll ttllて しき っていて、期待 した程の雷景色が見られませんでした。

それても大阪府下であれだ ll雪 のある場所 t他 に僣無いので し ょう。太人も

子供達 t饉 かに残 った雷て平地で借中々楽 しめむい :雷遊び Jに 興 じてお ■蓼

した。私達のイベン ト (雷 の結晶クうフ ト)t盛 況て、充実の :日 てした。

これきての生活の中で 「雷 Jを 見 る機会の小じか った私僣、六人にな った今

ても r雷 Jを 見るこ■クリクしてしきいきす。

さて、先週 3連体の初日勝間面でも稀に見る
'大

雷 Jで あll審 した。

「こんな日僣金用山tさ
`や

キ じイ6雷景色…」こ思い、「大雷 Jに も間わらず、

出掛ける支度をする始ホ、事故でも起 こしたらこう言う積も ιlだ ,た のか ?

ても、ジ ッこしていられないたですよわ :も う、気持ちtl落ぢ春かない。

そんな訳て車を飛ばし―路 「金剛山 』へ ′ 車 中でうジオを付 l■ 交通情報の

チ ェックこ思いきや、なたこ奈 良県惨哺日香村て行われる公開 イベン トの案内

が聞こえる。毎年間催されているイベントで今年が 30ロ ロ、鴫 B番村の喫障を

学者の解説をうジオで聞 きなから約 10k口 のコースを歩 くらしい…受付け本日の

午前 9時 からこか。時計を見 るこ 8時 前、南阪奈道に乗 ったら間に合うか ?

そんな事て緯踵 r行 き先変更 J。 雪の金剛山勝参だチ ャンスがある l■ れと、「雷

の鴫日香村 J僣 漏多に観 る夢勝出来ないので…スピー ドに注菫 しながら劉曳野

iCか ら
'南

阪奈道 jへ 。路面勝既にシ ャーベ ット状態で生きた心地がしない…

途中勝右翼の街童車に偏られながら、や っこの思いて r00日 香村 Jへ到着。

集合場所 の :明 日詈小学校 Jに は大雷にも閥わらず、大勢の参加昔 て溢れて

い春 した。機て開 くここうによるこ、参加昔聴 l万 2千人 こか… 官 っち ゃあ

何だ llこ、「皆、モ ′好きだわ ぇ… あ っ、ポクもか ′J

会場内には協賛企業 のフースが多歌在 ‖、イベン ト子うシや使い捨てカイロ

の配布をしτいた ‖、食べ詢やグ リスの販売むこがあ
`:開

始前から大蔵盛
`l上

が ,τ いき したが、何 よll私 が心惹かれたの勝初めて見 0「 哺 日看 の雷景色 J。

少年時代を奈 良県て過 ごした私にと って、見慣れた明 日香村 の風景が雷 に影

られτ
`lる

なんて
'感

動 Jそ のものでした。  何処を歩いていても、きるで

r別世界 」て幻想的じ風景 r万薫の人々もこの雷景色を見ていたのかな ぁ ?]

こ、そんじ不思議む気持ちが心の中に広がllま した。

相 :Ok■ のコースを歩き、Bn日 番小学校へ到着. フ ィナーし惨 :6時 だ った

のですが、会場内には多 くの参加昔か残 ,τ お ‖、おんだか名残 ll惜 しιl感 じ

tlし 春したわ ぇ。  rも うIJlし この風景を蹴めていたい… 1

r明 日香の雷景色 J今鷹はいつ見られるただろうか ?    |
そんむ思 いを胸にしきいつつ、明 日番の地を機にし蓼した。

:ぃ

雪 景 色



“大地の窓 “を体験 して・・・・

18期   増井  雅子

2011年 2月 5日 (上 )、 立春を過ぎ 風もない暖かな天候に恵まれたこの日、くろんど園地の

“ア ドベンチャー トレッキング"の下見に参加させてもらいました。その時の話です。

土生川 (ど じょうがわ)沿いに 自然観察を交え歩いていくと、巨石と言うより もつと大きな

“ギガ石"力:ゴ ロゴロと 谷底に転がつていました。その風景が、ず～つと続いていて

“こんな景色が大阪にあるんや～ |!"  ・つて、本当にビックリでした。

おまけにタイフンリスも出てきてくれて、とてもラッキーでした I

冬の園地も寒いだけかなあ～つて、素人感覚で思つていましたが・・・落葉樹のお陰で 見通しが

良くなり、沢山の “森の住人達
。

と出会えたんです !

アオジ、コグラ、ンウンチョウ、コガモ、メジロ、ヒヨドリ、シジュウカラ、タラヨウ、アリドオ

ン、etc,
一年前の私には考えられないくらい多くの “森の生き物達"を知る事が出来ました。

こんなに身近な森の中で、たくましく生きている小さな姿に、感動し、勇気づけられ、そして、

人間の責任の重さをずつしりと感じました。

園地のキャンプ場に着いて、武田さんが『大地の窓』も面白いよ～ 1やつてみる?と 言われ

18期の6人で代わるがわるに、『大地の窓』をやつてみました。

・ レンジャーの皆さんもご存知ですか ?そ して体験された事がおありですか???
・・  『大地の窓』・

それは、地面に寝転がつて、落ち葉で埋めてもらうんです。

もちろん、顔だけは除いて。

最初は勇気がいりました。 だって 落ち葉つて汚れてるだろうし、顕微鏡で見ると、小さなダニ

のような虫がウヨウヨいそうだし   (私 ,喘息持ちで埃 ダニアレルギーがきついんですよ～。)

でも18期の方々が、埋めてもらつて気持ち良さそうにしているのを見ているうちに、だんだんと

自分もやりたくなつてきたんです。自分の奥に眠つていた “子供心
‐

が ムズムズしだして・ ・

埋めてもらうと、落ち葉は 柔らかくつて暖かで、優しく包み込んでくれました。

そして心静かに、梢や 木々の枝々や 空の景色を 下から眺めていると、 自分の心や身体が、

地面と一体化してきて、地球の一部になったような、土に帰つたような気がしてきました。

自分の身体が “大地"で、 日や心が “窓"で した。

『大地の窓』

ほんとに、その名のとおりでした.

何十年も生きてくるうちに、“世間体"や “常識"や

“大人の考え"や “当たり前の事"や “便利さ"や色んな事で、

身体や心が、硬い鱗で覆われてしまつた気がします。

今回、『大地の窓』を体験して、硬い鱗が剥がれ落ちて、

自然体になっていく自分を感じる事が出来ました。   感謝です。



「自然の大切さ」つて、どうゆうこと!?

「生物多様性の大切さ」つて、どうゆうこと!?
16期  ちはや班 薮野昭宏

NPO法 人 ,日 本パークレンジャー協会がメデタク発足 しました。

その目的は、「自然の大切 さ」を伝えること 11・  ・・・・

「自然は大切である !Jつ て、YES! YES ですよね ?

「自然の大切 さ」の 「大切 さ」とは、どうい う意味なの ?

シンプルに言い換 えるな ら、「自然が大切である、とゆ うことJを伝える。

といえますかね・・・・

「自然が大切である」ならば、「自然を守 り、大切にしようよ !」 と感 じた り、

アクションが生まれた り・・・ するのかな。

だったら、大切にしなければならない 「自然」 とは、 「 何なんだ !J

反対語 としては、   人工・人為

広辞苑によると、   天然のままで、人為が加わらぬさま。

人間を含めて,天地間の万物。宇宙。

・・・これでは、少 し判 り難いかな・ ・

それでは、
「自然Jと い う言葉はどんな使い方をされているの ??・   ・

「自然破壊」  「自然保護」   「自然再生」  「自然環境保全 J

「世界自然遺産J  「自然公園」  「金剛山の豊かな自然J ・・・

「人と自然 との共生」*花博のキャッチフレーズ     「人間は自然の

一部J   ・・・・・・・・・・・  ・

・・・てなことを考えていると、昨年のCOP10の こと、「生物多様性 J

のことが思い出されました。

「生物多様性」 とは何か ?  いろいろ調べていると、

「生物多様性」の意味の理解、その重要性の理解、が大切だと感 じました。

紙面 も限 られ てい ます ので、面 白かつた 「本」 と 「ネ ッ ト」 を各 1点

紹介 します。    じっくり読み、楽 しみ、気づき、お役立てください。

「生物多様性のいまを語るJ  研成社    岩槻邦男

「映像で感 じる生物多様性」  く生物多様性普及啓発サイ ト>
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『森にいつてみよう!』

～「センス・オブ・ワンダー」～

ちはや班 片岡 弘

日々 、慌ただしく生活していると、自然を感じることが少なくなつています。

休みの日も疲れていると、外に出かけるのが面倒になり、部屋でゴロゴロと過ごしてし

まったり

けれども、

森にいつてみると～

何かを発見できたりします～自然からの贈りものを !

今の季節に行つても価 ないと思つているだけで…

そして、身近なところにも、ステキな自然が広がつています。

屋久島の自然もすごく素晴らしかったですが、金剛山の自然もほんと素晴らしいです。

・ 新緑の頃のうす緑色の明るい森

・ 雨の日にブナの幹に流れる樹幹流

・ 夏のひんやりとした木陰で聴く風の音

・ 色とりどりに紅葉した山の色

・ 霧氷の銀世界   …などなど

最後に、定番の本ですが～

レイチェル・カーソン『センス・オブ・フンダー』よリー節をご紹介します。

わたしたちの多くは、まわりの世界のほとんどを視党を通して認識しています。しかし、

日にはしていながら、ほんとうには見ていないことも多いのです。見すごしていた美しさ

に目をひらくひとつの方法は、自分自身に問いかけてみることです。
「もしこれが、いままでに一度も見たことがなかったものだとしたら?もし、これを二度とふ

たたび見ることができないとしたら?。 J

これからも、ステキな自然を通して、「自然の大切さ」を伝えていきたいと思います。



PR12期 崚  亘

「ツ軍算青諺蜃敏電
サ
の崖職絆菫着これぞ彎奮」

左大臣・四辻書成 「河海抄」 1332年

上記の和歌は南北朝時代に左大臣四辻善成が「河海抄Jという書物に記述したもので、現在まで七草
は正月フ日の七車粥として700年近く引き継がれている。新年にあたり、伝統ある春の七草のあれこれを

纏めてみた。

1春の七車の種類

① せり:セリ(セリ科セリ属)水田湿地に普通にみられる多年草。野菜としても栽培市販されている

② なずな:ナズナ(アプラナ科ナズナ属)ベンペン草とも呼ばれ、どこでも普通に見られる一年草

③ ごぎょう:ハハコグサ(キク科ハハコグサ属)比較的どこでも普通に見られる越年性一年草

④ はこべら:コハコベ(ナデシヨ科ハコベ属)道ばたや市街地に普通に見られる越年性一年革

⑤ ほとけのざ|コオニタビラコ(キク科ヤブタビラヨ属)水田等に見られる越年性一年革
シツ科のホトケノザという野草がありややこしい

⑥ すずな:カプ(アプラナ科)野菜の蕪

⑦ すずしろ:ダイコン(アプラナ科)野菜の大根

私の近場でこの七車を一度に見られる場所は枚方市の東部穂谷の里山にある。

2七草粥の由来
1月 7日 は、「七草節句Jといって、この日に「春の七草」を使つた「おかゆ」(七草がゆ)を作って食べると、

その1年を無病息災で過ごすことができるといわれている。(元 々旧暦の1月 7日なので新暦では年毎に

1月 末から2月 後半になるため現在の1月 フ日では野生の七革をそろえるのは少し難しい)

これは、平安時代の頃から始まつたとされており、新年を無事に迎えられた喜びと、新しい1年を無事に

過ごしてまた次の新しい年を迎えられるように、農作物 (たべもの)や神へのお礼を込めた行事である。

近年では、お正月の豪華な食物や飲酒で疲れた冒腸など内臓をいたわる効果やビタミン不足を補う効

果力`あるといわれて話題になっているが、この風習が始まつたころの時代では、′ヽランスの良い大切な食

事の一つであつたのだろう。

3仏の座の名前の矛盾

先に述べたように、仏の座はシッ科のホトケノザではなくキク科のコオ
ニタビラコである。長い歴史のある七草の仏の座の名前が何故変わつた

のかずつと疑F・nに思い、その理由を調べてみた。シソ科のホトケノザはそ

の葉と葉のつき方が仏像の蓮華座に似ているので仏の座になつたと言

われている。一方本家のコオニタビラコの葉は田圃の中で放射状に平た

くはびこっているのでタビラコ(田 平子)と言う名前になったといわれてい

る。これも蓮華座に似ているということではるか普に仏の座と呼ばれたよ

うである。どちらかといえばシッ科の方力く蓮華座に似ているので近代に

なつて名前をとられたのだと推測されるが、和名を決める時、関西の植

物学者が東京の植物学者に論争で負けたからだとも聞いた。かくして七

草の仏の座はその名を剥奪されて鬼呼ばわりされているのである。
コオニタビラコ(小鬼田平子)の名前であるが、近縁種のオニタビラコ

(鬼田平子)の小さいものという意味である。ところが鬼は大きいという意

味であるからこれがまたややこしい。和名のつけ方がでたらめて実つてし

まう。

キク科 コオニタビラコ

春の七草あれこれ

シツ科 ホトケノザ



パークレンジャーとしての初心をふりかえって

ちはや班/森林整備班 14期  上日博司

この 4年間をふりかえってみますと平成 18年にバークレンジャーヘ申し込みをしました。

それは、自分の子ども達を連れてあっちこっちの公園に行つていたことを思い出します。

その中で、家族とくろんど園地で遊んだことがきつかけでみどり公社のホームページを

見るようになりました。

そして、パークレンジャーという活動に気づかされて申し込み、現在に至ります。

正直な話、緑や公園のための活動がしたいとの思いがあったので森林整備が目的で

イベントは遠慮したいと思つていました。

それは、自然について分かつていない自分が何を伝えればいいのか?何が伝わるのか?

自信がなかつたからです。

そんな中、星にも興味があったので当時、人数の少ないちはや班に所属することすること

にしました。

そのころ、人数が少なく必然的にヘッドをすることになり やるからにはイベントに関し

て勉強することで自信をつけて役割を果たしたいと思うようになりました。

あの頃に比べると幾分、段取りはうまくなつてきた感じはあります…

準備だけですが自分で褒めておきます。

人生は、死ぬまで勉強だ 1と 思つていましたが仕事以外にも勉強したい、しなければいけ

ないと思うものができて、うれしく思います。

それもこれも、分かち合える仲FHEが おり、フィール ドがあり、必然性を求めるPRと いう

活動に巡りあえた『縁』に感謝しま丸

NPOになつてもフィール ドのお客様(子 どもヨ 、今までの仲間、これから出会う仲間との

『縁』を大切にしていきたいと考えています。



「最近思う0こ」

人の集きるィベじトガしたしヽ

もちろん、ただ単C葉まればいいこ力、

人数tCな 0内 容のィベじ卜もしたいという意味τけない。

せつガく時間tガけて考えて、下見もして、スタッフも使つて、当日の多加者ガ数人…・じんなの0も う嫌だ。

自分たちの電車貫0おろ分、宣伝、材料、道具代も自分●_ちで確保できなt｀活動なんて、

ポラ0テ イアでけなく道楽Cなつてしまう。

『 自然の大切さ●伝える活動』しいう思 tl、

私の芭葉τ言うし、

「自然C親 0むためのもつ分け作りJしいう思い0入れた内容τ集害力のあるィベじ卜も作りたしヽ

なぜ人分、

1人よりも10人、10人よりも50人、さらC6100人 C思 いも伝えるほうガ拡ガリガてる。

「参加者ガ集まらない=人気が無しl」 こ言ゎれても仕方がなしヽ

私たちは一部のマニアも対象0しているのτ6参しヽ

こ―ズガない催0● 0ていて、思い●伝えるつて言つても…

私たちの活動の意味0?
議のための活動なのか?

しまいCO何のためC活動●0つているの分、わガらなくなつて0ヨう。

宣伝ガ悪しヽ 天気が悪しヽ いい内容なのCOぁ ¨ なんτの00め て、

本当C(お客さんCも 、自然Cも 、思い0も )し lt｀イベじ卜なら人6集きる0ず 、

宣伝方法、タイトル0コピー、時間、場所、方法、客層など、

3きでの0り方Cこらわれず、何分思し`切つた手も打た0ければ、一人よガリの活動Cなつてしまう。

時代の流れC取り残された活動Cなつてしまう。

しれ0し「賞味期限切れのフR―クしじじャーJCなつてしまわないよう0わ。

し、日近流行りの トラツカー本 も読んで思つた0て●.

もちろん私たちはボラ0テ イア活動であつて、企彙てはないのでィつ―ルこけいか0いかもしれさせん。

ても、「もしドラ」の高校野球部の例えもあるようC、 私たうの活動のマネSメ 0卜でも活力せるので0?

ガなざ0 ひろたガ



どんな自分になりたいんだろう

パータしンジヤー。インタープリター。どんな自分になりたいんだろう。

植粕や昆虫や、自然に目する知識に姜けている人?

「こんちゃん、喘知り!」 いや、そうじやない。どつちntつていぅと、一緒にい

ると、いるんなここに毎付かせてくれる、「?」や「!」 の気持ちな::,出してく

れる、そんな感じ?

「こんちゃんといると、なんでかな?あたりきえのものが楽しく見えてくる」

そんな8、うに感じてもらえるとうれしいかも。

でも、そのためにはいろんなことを薇張らなくては.

きず、自分が「?」や

"」

の気持ちを持ち犠l■ること。

そして自分が感じた「?」 や「!」 を同じように他の人にも感じてもらえるよう

に仕掛けたい。「教える」のではなく伝えたい。

どんなふうに仕掛けたらいいだろう。

どんなふうに伝えられるだろう。

きだきだ。道の途中です。

2期 こんちやん  西出 明子



花 の咲かない

冬 の 日は

下へ 下へと

根を伸 ばせ。

やつてみせ
ー

言つて聞かせて

させてみせ

褒 めてや らね ば

人 は動 じ

笑 福 萬 歳 こに しし|ザ る
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